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問い合わせ先　〒708-8501 津山市山北520　協働推進課（市役所３階）332-2032、532-2152

研修内容などの詳細は、広報つやま８月号で掲載し、参加者を募集します
※10月４日㈰と11月１日㈰の２日間開催の予定

８月９日㈰
13：30～16：30

８月23日㈰
13：30～16：30

９月13日㈰
13：30～15：00
９月27日㈰
13：30～15：00

テ ー マ ・ 講 師
Ⅰ 講座 『地域の歴史資産を次世代に伝える』
　 講師：藤原 洋 さん（株式会社鉄の歴史村代表取締役）
Ⅱ 事例発表（佐良山未来ビジョン研究会）
Ⅰ 講座 『コミュニティビジネスの可能性』
　 講師：小川 孝雄 さん（NPO法人岡山NPOセンター専務理事)
Ⅱ 実践 『ワークショップを体験してみよう！』
講座 『支えあう地域づくり～公民館活動を通じて～』
講師：美若 忠生 さん（前羽出公民館長）
講座 『交流を活かした地域づくり～参加促進を図るには!?～』
講師：森 綾子 さん（NPO法人宝塚NPOセンター事務局長）

と こ ろ

佐良山公民館

勝北文化センター

中央公民館

東苫田公民館

定員

100人

100人

100人

100人

と き

７月25日㈯
13：30～15：30

テ ー マ ・ 講 師
講演『未来（あした）につなごう！ みんなの力
　　　　　　　　　　～地域づくり活動・地域デビューについて～』
講師：坂本 俊彦 さん（山口県立大学准教授）

と こ ろ

グリーンヒルズ津山
リージョンセンター

定員

200人

と き
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参加費　無料
申込方法　住んでいる地域の公民館または協働推進課に設置している参加者募集ちらし裏面の申込書（市ホ
　ームページからダウンロード可）に必要事項を記入のうえ、公民館または協働推進課に郵送、ファクスま
　たは直接申し込む。
締め切り　７月21日㈫必着

　市では『地域づくり人材育成事業』として、次の２事業を実施します。
 　① ｢地域デビュー支援講座」（対象：地域づくり活動に興味がある人、取り組んで
　　みたい人）
 　② ｢地域づくり交流会」（対象：地域づくり活動を実践している人）　　　　
　これらに先駆けてすべての人を対象とした「地域づくり全体研修会」を開催します。
　研修会や講座に参加して地域づくりを学習し、地域の未来（あした）について考え
てみませんか？

募集団体　花壇づくり（10㎡以上）に取り組
　む町内会や各種団体（子ども会・婦人会・
　老人会など)。
※審査し、優秀団体を表彰

◆ 地域づくり交流会（NPO法人つやまNPO支援センター共催）

◆ 地域デビュー支援講座

◆ 地域づくり全体研修会

平成21年度 平成20年度主な取り組み

応募方法　環境生活課（市役所１階１番窓口）または各支所
　市民生活課に備え付けの応募用紙に記入して提出
締め切り　７月31日㈮
問い合わせ先　環境衛生推進委員会事務局（環境生活課内）
　332-2055

地域づくり人材育成事業 参加者
  募集中!!
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①美作大学と津山高専の単位互換の実施
　　互いの学校で履修した授業の単位を在学する学校の

単位として認める制度をスタート。
②図書館蔵書の相互貸借
　　引き続き３者間で図書館蔵書の貸し借りを継続。さ

らに、小中学校と市立図書館の連携を発展。
③教員の教育・研究の合同実施など
　　教員の研究などを合同実施。地域科学研究所（美作

大学）と地域共同テクノセンター（津山高専）を拠点
とし、教員間交流を促進。

　　学園祭や部活動の交流活性化をさらに促進。
④学生による空き店舗を活用した地域活性化
　　中心商店街の空き店舗を活
　用し、美作大学と津山高専の
　学生が連携した活性化イベン
　ト（ＭＩＭＡ商店街）を開催。
⑤義務教育学校との連携事業
　　美作大学と津山高専の学生
　が小中学校での授業を補助。また、小中学校の教員が

美作大学大学院で学習し、その成果を教育現場に還元。
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①協定書の締結
　　平成20年４月、桑山市長、富樫美作大学学長、稲葉

津山高専校長の３者が、今後の協力について合意し、
協定書に調印。

②図書館３館相互協力協定締結
　　市と美作大学、津山高専の図書館で蔵書の相互貸借

開始。
③市民公開講座の共同広報･連携実施
　　公開講座の周知や広報を協力して実施。
④美作大学と津山高専の単位互換
　　単位互換とは、他校で履修した授業の単位を在学す

る学校の単位として認める制度。平成21年度からの実
施に向け、調査研究を開始。

⑤包括連携協定・津山市制施行80周年
記念講演会の開催

　　『ニュートン』編集長で市政アドバ
イザーの水谷仁さんを迎え、講演会
を開催。

　　東京大学総長（当時）の小宮山宏さ
んを迎え、講演会を開催。

▲６月10日、大学・高専・市の代表者がこれからの連携の可能性を協議
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▲水谷さん講演会

▲MIMA商店街


